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蝋
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鰯
。
妻
．

》
て
蕪
し

ゆ

、
、
叩
画

嘩
β
痢
即
》

ご

願
響，ロち

び

鍵
箙

命唾燕竃珍

会
堂
命奄響も

通
覇
、
閥
‐
壷
“
麹
訓
・
五
月
十
一
日
、
東
海
ブ
ロ
ッ

獺
ク
は
臺
知
四
名
三
重
二
名

》
て

諏
口

《
↑
二
○
％
一
個
人
署
言
ゞ

》
願
撃
瑳
詔
噛
鮭
繩

塁
箙
緯
獣
鞠
繩
鯉
鯉

一
会
菅
標
を
設
定
し
今
か
ら
計

嶬
画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

も

種
…
駒
雲
鳶
竺
九
七
四
￥

か
ら
始
ま
り
今
年
で
四
○
年
に
な
り
ま
す
○

二
○
一
八
年
以
来
二
○
万
筆
割
が
続
い
て
い
ま
す
。
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皿》鐸榊鵡琴
一
一
い
鯲
賊
雛
峨
鰄
州
柵
馴
鯏
椛
肺
帳
制
脈
鯲
に
反
す
る
悪
法
で
あ
る
事

岐
〒
阜
県
０
替

を
認
め
る
こ
と

岐
罐
耐
振

一
二
一
、
国
は
、
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
、
謝
罪
と
賠
償
を
お
こ
な
う
事

手
渡
し
ま
し
た
。

二
○
二
二
年
は
、
八
万
五
六
五
三
人
分
の
署
名
を
、
行
動
後
の
集
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の
山
添
拓
参

講
鰄
羅
難
雛

紹
介
議
員
を
通
じ
て
国
会
へ
提
出
し
ま
す
。

全
体
集
会
で
は
吉
田
万
三
副
会
長
が
挨
拶
、
日
本

共
産
党
宮
本
岳
志
、
立
憲
民
主
党
の
近
藤
昭
一
の

両
衆
院
議
員
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
い
政
治
が
こ
う
い
う
流
れ
に
向
わ
せ
て
い
ま
す
。

戦
時
中
、
治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
菱
先
輩
た
ち
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
憲
法
を
生
か
し

谷
良
一
さ
ん
が
三
年
ぶ
り
に
北
海
道
旭
川
市
か
ら
た
未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
一
○
○
歳
と
は
思
え
な
い
お
元
》
２
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

気
な
姿
に
、
会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
感
動
の
拍
手
三
七
歳
と
い
う
若
い
弁
護
士
で
も
あ
る
山
添
拓
さ

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
菱
谷
さ
ん
が
経
験
し
た
生
ん
に
、
大
い
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

活
図
画
事
件
や
釈
放
後
に
描
い
た
「
赤
い
帽
子
の
自

画
像
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
菱
谷
さ
ん
が
「
戦
争
の
な
い
平
和
で
自
由
な

売

社
会
が
一
日
で
も
早
く
到
来
す
る
こ
と
が
私
の
願
い
、

み
な
さ
ん
に
そ
の
意
志
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」
と
声

を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
訴
え
ら
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し
迄

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
衆
・
参
の
各
党
国

〆

会
議
員
室
を
訪
問
、
「
紹
介
議
員
要
請
文
」
な
ど
を

私
た
ち
の
運
動
の
基
本

ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に
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ゴー七や迄~一・一－

岐
軍
市
で
鮒
臼
、
鞭
醐
一
わ

が
青
森
つ
き
る
と
も
、
津
藤
千

代
子
の
生
藤
～
頁
韓
壮
三
郎

監
溌
〉
鞠
上
鯏
会
が
行
わ
れ
、

約
１
７
心
人
鰯
市
民
が
蓉
蛎
し

ま
し
た
酎
上
鱸
迩
醐
簑
打
雲
幽

一
会
主
砿
心

一
伊
綴
亭
代
亭
《
ｌ
懲
り
画
、

鱒
隼
）
域
、
戦
誠
鰯
絶
対
傘
蕊

一
的
芙
窒
鯏
鞠
も
と
で
、
謹
麗
が

剣
薗
鎚
に
苦
し
ん
で
い
た
時
樋

一
に
、
冨
本
共
礒
篭
飼
，
蓮
』
て
逼

酪
囎
鶚
．
廷
遼
講
し
、
涛
溺
蕊
蕊

に
よ
る
携
凶
鰯
素
に
劉
溌
の
糞

さ
で
亡
孟
葱
鋤
案
し
・
に
・

片
槻
滝
患
嘱
甕
行
霊
園
塁

（
治
審
繼
涛
法
国
稲
伺
盟
禦
紅

議
会
長
）
鑑
あ
い
さ
つ
で
息
瞬

ｌ
・
愈
逵
鏡
、
満
凄
繼
簿
法
一
種

伊
藤
千
代
子
の
生
涯
学
ぶ

'

4

妓阜で映画上映会『党1船年の歴史実惑」
ﾄ

ｳ

I

鋤
暗
照
蔵
治
に
密
由
と
平
和
在

求
鈎
る
嵩
種
あ
げ
、
特
認
黙
溺

に
よ
る
拷
燭
、
転
癖
蕊
離
に
も

園
せ
ず
、
溌
牲
腫
燕
つ
た
い
が

伊
畷
千
代
亭
で
す
一
と
總
介
鰯

ロ
シ
ア
鋤
ウ
ク
ラ
イ
ナ
鰻
礁
に

蕊
じ
て
一
戦
争
す
患
鯛
づ
く

壷
い
さ
つ
ず
る
片
桐
軽
之
巽

行
塗
演
掻
爵
鰡
鰯
、
鐙
嘩
埼

一

】

妙
』
繊
鋤
き
が
蛎
適
守
る
出
、

『
再
び
人
椛
抑
罷
社
会
窪
つ
く

塗
恵
い
施
め
に
も
蕊
こ
鰯
作
品

を
書
く
泌
人
に
み
て
も
ら
い
ま

し
毒
互
と
藻
え
ま
し
た
個

賎
悶
鯛
終
盤
、
千
代
芋
が

『
私
ば
稀
力
に
蛙
負
け
厳
い
．
一

綴
向
し
葱
い
』
と
蝋
ん
で
亡
垂
へ
一

葱
迩
、
仲
間
が
票
釧
代
芋
締
さ
一

ん
、
あ
慰
虻
鰯
志
感
私
た
ぢ
が
一

受
け
戦
跡
で
い
ま
家
一
塁
と
誰
一

愚
蝿
蝿
に
蛙
、
霧
く
鞠
人
が
湧
一

鋪
餐
舞
き
え
て
い
ま
！
其
鴬
一

零
細
謡
か
ら
．
一
織
潅
賞
Ｉ
剛
一

八
Ｕ
耀
鰯
歴
史
に
、
こ
・
っ
。
舞
垂
認
一

難
の
上
に
濁
る
こ
ど
を
顎
篭
し
一

讃
ｌ
》
た
。
体
制
に
鏑
け
蕊
い
』
一

と
の
感
想
が
瀞
せ
ら
れ
ま
〃
星

ふ
ぅ
ｆ

↑
》
』
に鰯
呼
国
務
雪
、
蛙
畷
講
メ
デ
・
〃
一

ア
コ
ス
モ
ス
で
も
上
譲
ま
れ
讓
一
一

寸
噂

’
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先
人
達
は
、
「
座
し
て
死
す
か
刺
し
て
死
す
か
」
の
覚

悟
で
決
起
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
主
権
は
国
民
に
あ

り
そ
れ
を
行
使
す
る
選
挙
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
の
は
、
投
票
率
が
低
く
主
権
者
の
４
分
の
１

の
支
持
で
政
権
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
有
権

者
の
４
分
の
１
の
支
持
で
悪
政
の
限
り
を
尽
く
さ
れ
て

は
た
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

「
一
票
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
無
力
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」日
本
国
民
自
覚
せ
よ
！

主
権
が
国
民
に
あ
る
こ
と
を
！

日
本
に
生
ま
れ
た
人
な
ら
ば
勇
気
持
た
ん
せ
起
き

な
ん
せ
！

改
憲
す
る
な
と
声
上
げ
よ
！

目
に
も
の
見
せ
よ
う
参
院
選
！

一
票
一
摸
に
加
担
せ
よ
！

－

隣
藩
の
武
力
的
援
助
の
も
と
、
長
森
の
市
場
二
の
鳥

居
で
一
撲
勢
と
対
面
し
、
藩
庁
は
、
つ
い
に
農
民
の
要

求
を
受
け
入
れ
、
殿
様
無
人
講
を
廃
止
し
ま
し
迄

そ
の
後
、
一
接
指
導
者
・
参
加
者
の
検
挙
・
処
罰
が

行
な
わ
れ
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
年
）
水
海
道

村
の
幸
四
郎
、
北
一
色
村
の
喜
平
を
は
じ
め
、
野
一

色
。
前
一
色
・
岩
戸
・
岩
地
・
蔵
前
を
加
え
た
七
か
村

の
農
民
約
百
人
が
捕
ら
え
ら
れ
、
七
人
が
牢
死
し
ま

し
た
。

【
最
後
に
．
訴
え
ま
す
！
】
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０

尚
、
切
通
陣
屋
は
、
長
森
城
が
あ
っ
た
所
で
、
川
手

城
（
岐
阜
市
・
済
美
高
等
学
校
）
に
移
る
ま
で
、
美
濃

と
言
わ
れ
る
農
民
一
摸
が
起
き
て
い
ま
す
。

加
納
藩
四
代
目
城
主
安
藤
氏
は
領
主
の
信
成

（
の
ぷ
ひ
ら
）
の
時
、
父
信
尹
（
の
ぶ
た
だ
）
の
不
行
跡
の

た
め
、
一
万
五
千
石
を
没
収
さ
れ
、
宝
暦
六
年
（
一

七
五
六
年
）
、
陸
奥
磐
城
平
に
移
封
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
老
中
と
な
っ
た
信
成
は
、
亨
和
三
年
（
一
八

○
三
年
）
二
月
美
濃
国
内
で
一
万
八
千
石
余
加

増
さ
れ
再
び
美
濃
と
の
関
係
を
持
ち
ま
し
迄

平
藩
は
美
濃
支
配
の
た
め
切
通
村
（
現
岐
阜
市
）

に
陣
屋
を
設
け
、
郡
奉
行
二
人
、
代
官
四
人
、
与

力
五
人
、
同
心
五
人
の
二
十
二
人
を
配
置
し
ま
し

迄以
来
、
七
代
、
六
七
年
に
及
ぶ
支
配
を
続
け
明
治

に
至
り
廃
藩
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
笠
松
県
に
統
一

さ
れ
ま
し
た
。
平
藩
は
、
飛
地
支
配
の
た
め
問
題
が

多
く
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）
に
、
長
森
騒
動

【
は
じ
め
に
。
一
撲
に
関
わ
っ
た
安
藤
氏
》
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も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
登
る
事
が
出

来
る
体
力
と
技
術
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
本
格

的
な
準
備
を
と
考
え
、
日
本
ア
ル
パ
イ
ン
協
会
に
問
い

合
わ
せ
て
、
東
海
関
係
の
ガ
イ
ド
を
何
人
か
紹
介
し
て

も
ら
い
、
鈴
鹿
・
御
在
所
岳
を
拠
点
に
し
て
お
ら
れ
る

Ｍ
氏
に
ア
ポ
を
と
っ
て
相
談
し
ま
し
た
。

週
４
日
勤
務
の
仕
事
を
し
な
が
ら
岩
。
雪
・
氷
の
本

格
的
技
術
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
２
年
間

が
必
要
で
し
た
。
そ
し
て
で
き
れ
ば
も
う
一
人
誰
か
仲

間
が
ほ
し
い
と
考
え
、
大
学
山
岳
部
で
岩
や
雪
も
や
つ

夢の画1－弓弱三三ﾃ凧云
こ

， 中濃支部澤田善太郎､

一
摸
の
直
接
の
原
因
契
機
は
、
財
政
難
に
陥
っ
た

平
藩
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）
、
美
濃
一
万

八
千
石
の
領
地
農
民
に
、
二
万
五
千
両
の
御
用
金

調
達
を
命
じ
た
こ
と
で
し
た
。

江
戸
で
こ
の
膨
大
な
調
達
金
を
命
ぜ
ら
れ
た
元
取

総
代
四
人
は
、
こ
れ
を
断
る
た
め
磐
城
平
へ
出
か
け

ま
す
が
、
逆
に
承
知
さ
せ
ら
れ
ま
し
迄

彼
ら
は
、
こ
の
調
達
金
の
賦
課
（
加
税
）
方
法
に
苦

し
み
、
結
局
「
殿
様
無
人
講
」
と
称
し
て
五
カ
年
間

領
内
で
高
掛
り
（
付
加
税
の
総
称
）
出
金
し
、
さ
ら

に
五
○
歳
か
ら
六
○
歳
ま
で
の
男
子
一
人
に
つ
き
、

年
に
二
度
一
歩
ず
つ
出
金
さ
せ
る
こ
と
で
調
達
す
る

こ
と
に
し
ま
し
提
怜

こ
れ
を
聞
い
た
村
々
の
庄
屋
は
も
ち
ろ
ん
断
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
た
説
得
さ
れ
て
村
に
持
ち
帰
り
、
村
人
の

調
印
（
了
解
）
を
と
り
は
じ
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
日

野
村
農
民
か
ら
反
対
の
騒
動
が
お
き
、
元
取
役
人

は
騒
動
の
拡
大
を
恐
れ
、
日
野
村
に
つ
い
て
は
無
尽

講
掛
金
。
人
別
金
出
金
の
両
方
を
密
に
取
り
消
す

約
束
し
騒
動
を
し
ず
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
周
辺
の
村
々
が
黙
っ
て
い
る
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
「
我
等
一
命
限
り
御
断
申
上
ん
」
（
命

【
安
藤
氏
の
重
税
に
農
民
決
起
！
（
長
森
一
撲
二

源
氏
の
嫡
流
の
居
城
で
し
滝
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I

広
辞
苑
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
は

一
ま
す
。
そ
の
ハ
イ
カ
ー
で
あ
っ
た
ぽ

「
自
然
に
親
し
む
た
め
山
野
な
ど

を
歩
く
こ
と
」
で
、
そ
れ
を
す
る

人
を
「
ハ
イ
カ
ー
と
い
う
」
と
あ
り

一
擁
溌
徽
窪
諦

鰄
簾
灘
蕊
澤
剛

事
に
就
き
だ
し
た
１
９
９
６
年
、
６

２
歳
の
時
で
し
た
。

‐
道
遠
し
と
は
思
っ
た
け
れ
ど
、

先
ず
は
実
物
を
こ
の
目
で
見
た
い

と
思
い
、
渡
欧
し
て
そ
れ
を
実
行

し
ま
し
た
。
ヘ
リ
に
乗
り
岩
壁
を

、
肺
鰯
能
鍬
溌
鰯
雌
測

、

Ｄ
Ｏ
Ｂ
■
０
■
６
日
Ⅱ
３
マ
０
６
ｒ
７
６
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Ｔ
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■
■
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■
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１
０
１
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■
Ｕ
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＆
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■
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０
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Ｆ
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■
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Ｕ
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■
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ユ
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。
■
０
０
凸
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昏
・
■
■
Ｕ
ｇ
ｐ

６

卓
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．

Ｋ

Ⅱ

Ⅱ

■

Ⅱ

Ⅱ

日

■

■

■

日

日

Ⅱ

日

■

■

■

８

１

６

。

■

Ｂ

ｑ

９

守

凸

■

■

巳

。

凸

■

ｇ

■

■

且

■

ｐ

Ｕ

て
い
た
同
じ
ク
ラ
ブ
仲
間
の
Ｆ
氏
に
話
し
、
積
極
的
賛

意
を
得
て
、
ぼ
く
は
貧
し
さ
に
も
耐
え
な
が
ら
希
望
に

燃
え
、
二
人
で
一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し

亀御
在
所
岳
の
岩
壁
、
岩
尾
根
、
沢
へ
は
１
１
回
通
い

ま
し
庵
そ
の
中
に
は
厳
冬
の
ル
ン
ゼ
で
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
、
岩
壁
・
岩
尾
根
で
の
ア
イ
ゼ
ン
登
肇
、
雨
の

日
の
濡
れ
た
岩
登
り
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
１
２
月
中
旬
の
八
ヶ
岳
ジ
ョ
ウ
ゴ
沢
皇
異
同
心
ル

ン
ゼ
等
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
１
月
中
旬
の
八
ヶ
岳

赤
岳
主
稜
登
肇
。
そ
の
他
ぼ
く
は
富
士
山
へ
は
こ
の
間

３
回
、
四
日
市
で
の
人
工
壁
登
筆
、
北
ア
劔
岳
・
八
シ

峰
の
残
雪
期
登
禁
等
も
い
た
し
ま
し
た
。

ｂ
Ｄ
０
■
９
■
白
日
■
▲
■
Ｐ
ｂ
■
１
・
■
？
■
１
甲
』
■
■
《
■
９
■
』
■
■
■
凸
■
■
■
口
▲
ｊ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
０
．
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
■
ｌ
■
■
１
６
８
９
１
０
０
“
９
０
。
■
Ｐ
Ａ
Ｕ
■
Ｊ

に
変
え
て
も
断
る
）
と
結
集
し
は
じ
め
、
水
海
道
の
正

蔵
坊
と
い
う
寺
で
惣
元
取
。
組
元
取
と
農
民
と
の
間

で
交
渉
が
も
た
れ
激
し
い
や
り
と
り
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
夜
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）
七
月

五
日
農
民
達
は
前
一
色
山
（
現
県
医
療
セ
ン
タ
ー

南
の
小
山
）
へ
集
ま
り
は
じ
め
、
翌
七
月
六
日
に
は
さ

ら
に
大
勢
が
集
ま
り
、
一
摸
に
加
担
し
な
い
「
身
勝

手
な
人
々
へ
直
ち
に
押
し
寄
せ
、
我
等
が
難
儀
を
救

い
金
子
借
用
致
度
（
ね
穴
を
よ
こ
せ
の
意
味
ど
要
求

す
る
と
共
に
「
最
早
討
手
引
き
受
け
相
果
て
る
か
」

と
覚
悟
の
ほ
ど
を
決
め
て
、
粥
を
炊
き
酒
を
用
意
し
、

篝
を
焚
い
て
陣
を
構
え
ま
す
。
同
じ
こ
ろ
、
長
良
川

よ
り
西
の
村
々
で
も
一
摸
が
お
こ
り
、
十
四
条
村
の

元
取
祐
右
衛
門
宅
へ
農
民
が
押
し
寄
せ
、
さ
ら
に
川

を
渡
っ
て
一
色
山
の
一
摸
に
合
流
す
る
気
配
、
今
や

美
濃
領
全
域
の
一
摸
に
発
展
す
る
勢
い
と
な
り
ま

し
た
。
藩
側
や
元
取
達
は
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
、
一

時
は
藩
の
代
官
が
、
一
撲
勢
と
交
渉
し
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
一
撲
勢
と
藩
の
与
力
と
が
渡
り
合
う
衝
突

が
起
き
、
交
渉
は
不
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
一
撲

勢
の
中
に
は
剣
術
を
嗜
む
農
民
が
少
な
か
ら
ず
い
て
、

藩
側
は
手
こ
ず
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
一
摸
は
ま
す
ま
す
高
揚
し
、
つ
い
に
笠
松

郡
代
が
乗
り
出
し
、
加
納
藩
と
、
尾
張
藩
岐
阜
役

所
（
岐
阜
奉
行
か
）
に
出
動
を
命
じ
、
郡
代
自
ら
も

川
手
ま
で
出
張
し
ま
し
穐
平
藩
側
は
、
こ
の
よ
う
な

一
’’一一

rー

り
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１
９
９
８
年
７
月
中
旬
、
ガ
イ
ド
の
Ｍ
さ
ん
と
仲
間
の

Ｆ
さ
ん
、
ぼ
く
の
３
人
で
日
本
を
出
発
し
ま
し
た
。

高
度
、
気
象
、
山
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
考
え
る
と

期
間
は
ど
う
し
て
も
一
ヶ
月
は
必
要
で
し
た
。
ぼ
く
は

休
暇
を
願
い
出
る
の
が
心
苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
理
解

と
了
解
が
い
た
だ
け
ほ
っ
と
し
ま
し
た
○

Ｆ
さ
ん
も
夏
場
の
事
業
で
最
盛
期
に
一
ヶ
月
は
大

変
ら
し
か
っ
た
。
ス
イ
ス
へ
入
っ
て
か
ら
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

の
麓
の
村
シ
ェ
ル
夛
卜
へ
行
く
ま
で
に
も
う
３
つ
の
４
０
０

９
冒
峰
へ
登
り
高
度
順
応
存
ほ
か
り
ま
し
た
。

天
候
は
７
月
３
０
日
頃
に
な
っ
て
も
安
定
せ
ず
、
村

に
は
ガ
ス
が
低
く
垂
れ
込
め
て
薄
暗
く
、
雷
も
鳴
っ
て

い
ま
し
た
。
山
で
は
か
な
り
の
積
雪
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
仮
に
今
す
ぐ
天
気
が
回
復

し
た
と
し
て
も
少
な
く
と
も
数
日
間
は
氷
雪
状
況
が

悪
く
て
登
れ
ぬ
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

ぼ
く
ら
は
少
々
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
何
日
間
と
い
う
も
の
、
や
む
を
得
ず
村
中
の
店

を
の
ぞ
い
て
歩
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
日
に
ち
は
ど
ん

ど
ん
過
ぎ
て
い
き
、
ス
イ
ス
へ
来
て
か
ら
は
も
う
半
月
を

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
も
う
、
う
ず
う
ず
す
る
気
持
ち
の
や
り
場
に

困
り
、
も
し
ダ
ヌ
に
な
る
の
だ
っ
た
ら
…
と
の
思
い
も
あ
っ

て
、
３
日
間
を
か
け
て
ア
ル
プ
ス
第
２
の
高
峰
で
、
ス
イ
ス

最
高
峰
の
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
登
山
を
決
行
し
ま
し
た
。
Ｆ

さ
ん
は
体
力
温
存
の
た
め
行
か
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
少
し
ず
つ
乍
ら
天
候

回
復
の
兆
し
が
出
て
き
始
め
ま
し
た
。
「
よ
し
８
月
９
日

は
少
々
異
質
で
し
た
○

気
象
条
件
は
少
し
上
向
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

初
登
頂
の
ウ
イ
ン
パ
ー
ら
７
人
パ
ー
テ
ィ
ー
の
う
ち
の
４

人
が
滑
落
死
し
た
の
は
こ
の
辺
り
か
と
い
う
難
場
に
は

太
い
固
定
ザ
イ
ル
が
断
続
的
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
コ
ー
ス
の
終
盤
は
、
北
壁
側
の
氷
雪
で
白
く
見

え
る
あ
の
斜
面
で
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
ス
イ
ス
側
の
頂

上
へ
。
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
マ
リ
ア
様
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
真

の
頂
上
は
そ
こ

か
ら
数
メ
ー
ト

ル
上
を
１
０
ｍ

位
行
っ
た
と
こ

ろ
の
雪
稜
で
し

た
。
ち
ょ
う

ど
午
前
１
０

時
、
３
人
パ
ー

テ
ィ
ー
の
た
め

少
し
時
間
が

少
蓉
の
マ
ン
ツ
ー
蒄
素
“
原
則
で
、
秤
？
良
あ
る
人
パ
ー
テ
ィ
ー

に
決
行
し
よ
う
！
」
と
、
３
人
で
合
意
し
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

出
発
点
に
な
る
ヘ
ル
ン
リ
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
山
頂
ま
で
の
標

高
差
は
１
．
２
１
９
ｍ
で
、
そ
こ
を
日
帰
り
で
登
降
す
る
の

が
原
則
で
主
中
間
点
に
緊
急
避
難
用
の
ソ
侭
イ
ビ
ラ

テ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
岩
の
窪
み
に
取
り
付
け
ら

れ
た
小
さ
な
小
屋
で
、
北
壁
を
登
っ
て
下
る
人
や
、
悪

条
件
下
で
下
山
困
難
な
人
の
た
め
の
も
の
、
一
般
登

山
者
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
山
で
は
、
ガ
イ
ド

そ
し
た
ら
そ
れ
ま
で
に
研
究
し
集
約
さ
れ
た
分
厚
い

賓
料
の
束
を
ど
っ
さ
り
送
っ
て
下
さ
っ
て
、
ぼ
く
の
こ
の

山
に
関
す
る
認
識
が
豊
富
に
な
り
、
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
迄
ま
だ
直
接
お
会
い
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
０
さ
ん
が
実
は
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
の

幹
部
の
方
で
あ
る
こ
と
を
つ
い
最
近
知
り
ま
し
た
。
是

非
い
つ
か
お
会
い
し
て
か
っ
て
の
御
礼
を
改
め
て
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
し
た
。
’
一

恩
人
Ｏ
さ
ん
の
こ
と
。

ぼ
く
が
丁
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
て
い
た
頃
、

「
赤
旗
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
登

ら
れ
た
方
の
こ
と
が
出
て
い
て
、
そ
の
方
は
北
ア
ル
プ
ス

の
屏
風
岩
に
も
登
っ
て
お
ら
れ
る
と
記
し
て
あ
っ
た
記

憶
で
す
。
ぼ
く
は
手
紙
を
出
し
て
教
え
を
請
い
ま
し
た
。

快
晴
に
近
く
な
り
、
ア
ル
プ
ス
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
し
、

先
日
登
っ
た
ば
か
り
の
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
も
ま
ぶ
し
く
光
っ

か
か
り
、
き
っ
か
り
６
時
間
と
い
う
登
馴
制
側
糾
制
州
制
掛
一

日
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